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　The　ana1ys1s　of　the　fo11owmg　data　has　shown　that　rad。工oactl▽1ty　of　the　tota1fauout1s　ap－

prox1mate1y　propot1ona1to　the　amount　of　ramfa11And　yet　the　act1∀1ty　per　umt∀o1ume　of　pre－

c1p1tat1on　decreases　w1tb1ncreasmg　ramfa11Th1s　fact　suggests　that　we　mustfa1r1y　cons1d－er

the　contr1but1on　of　d－ry　deposltlon　As　a　resu1t　from　ana1ys1s　of　gammかray　spectrum，s1x

photopeaks　have　been　obseryed　ey1dent1y　It1s　est1mated．that　these　peaks　are　due　to

144Ce　144pr，103艮u，106Ru－106Rh，95Zr－95Nb　ana40K　The　resu1t　of　tota1beta－ray　measure－

ments　was　a1most　the　same　as　that　of　ga㎜ma寸ays

Lはしがき
　1954年ピキニの核爆発の実験以来，世界中の環境の人工放射性物質による汚染が問題となっ

て来た。吾々も1956年より数年間大気と降水申の放射能について研究を行って来た1）～4）。

1958年末に核爆発の実験は一度停止されたが，1961年秋に再開された実験は翌62年に亘って行

なわれ，その量は核エネルギーに換算して1960年以前に米英ソゴ国で行なった全量の約2倍に

達する。この為放射性物質の降下量は急増し1963年6月における東京の値は90S・で459mC／k皿2

にも達した5）。1963年7月には核実験停止協停が締結されたが，大気圏に打上げられた放射性

物質は一定時間滞留した後地上に降下するから今後尚放射性物質の降下は相当量に昇り，叉地

上への蓄積は年々増大し極大に達した後も相当長期に亘って大きな影響が考えられる6）。特に

多雨地域では放射性物質の降下量が他に比して大きいので，その影響も更に大となる。放射性

降下物やその蓄積によって環境が汚染され，それによる人体の影響を考察することは極めて大

＊本研究は文部省特定機関研究“放射性降下物及びその蓄積の測定、の研究費の一部によって行なわれた

　ものである。
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切な事と考えられる。

　山陰地方は極めて多雨であり降下物の量も多いので，吾々の属するグループは1963年度より

放射性降下物及び其の蓄積に関する研究一特に環境要因を加味した土壌への実効蓄積線量に重

点を置く一が計画実施されている。吾々は実効蓄積量の知見を更に深める為に全放射性降下物

の測定をし，年間降下率を求め，全地球上及び各地の降下率の実測値及び推定値5）・6）との

比較を行ない，松江地方に於ける放射性降下物積分量を求める。即ち降下量に物理的減衰を考

慮した量が地上に蓄積されるものと考えられるが，これと蓄積実測値との比較により環境要因

的減衰の研究をより深めることが出釆ると思われる。

　この様な目的をもって始めた研究で，測定器の整備を含めて降下物の雨量との相関，及び核

種組成の同定について若干の実験及び考察を試みた。未だ予備的な段階に過ぎないが今迄の結

果について一応報告する。

IL　試料採取，調製，測定

　松江市西川津町，島根大学自然科学実験研究室屋上（地上三階の建物の屋上出入口の上，即

ち地上5階に当り地表より16mの位置）に写真（Photo1）の如き試料採取ポット　鉄製ホーロ

ー引きで口径面積1000cm2，深さ60cm一を設置して降水，降下塵の全量を採取した。ポットは

約10日間連続放置し，毎月10日，20日，月末日に採取する。採集の時には蒸留水にて充分ポッ

た全試料（ポット洗瀞用蒸留水も含めて）の

内から14をβ線測定用に，残りをγ線測定

用に，叉3月中旬以後は全試料の1／10をβ線

測定用に，残りをγ線スペクトロメトリーに

供した。

　調製は　般に用いられる方法により蒸発乾

固した。用いた試料皿はステンレススヂール

製でγ線用には径50mTφ，β線測定用には

25mmφのものを用いた。

　測定器は，β線測定にはG－M計数装置

A1oka製DC－5Cを，GM計数管はGM－

2504A，マイカ窓厚1．2mg／cm2を使用した。

計数効率の決定にはRADlUM，D＋E標準

線源（Nuc1ear－Chicago製Model，RT5，

SERIA工NO．13－25）を用いた。

　γ線スペクトロメトリーには東芝製トラン
Photo．1　P1acement　of　the　pot　for

　　　　samp1mg

fig140101.pdf
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ジスタ式128チャンネルパルス波高分析器（PHA）EDS－34203形を用い，ADOXのプリンタ

ーに記録した。用いたディテクターはハーショー製2序×2ガNaI（T1）シンチレーターヘッド

である。試料皿はシンチレーター上部に置き，常に幾何学的に同一条件を保ってある。

nL　測定結果及ぴ考察

　1．放射性降下物のγ線スペクトル分析

　　1．1　測定条件及びバックグラウンド

　この測定に用いた128チャンネルPHAの分解能を調べるため，単一ピークをもつ校正用線

源137Csを100秒間測定した。このピークの半値幅は13チャンネルであったので，分解能は4．53

％である。

　Fig．1のAは鉛遮蔽なしでバックグラ

ウンドを5時間測定したものである。計

数率は9957cpmであった。図より明ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16かなように大きなピークが122『チャンネ

ルにみられる。これは1．46MeVに近い

ので40Kが存在するものと考えられる。
鉛で遮蔽してバツクグラウンドを測定し1　←・　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者1・4　　　　　　　　　↓
たものがFig．1のBである。全チャンネ　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
ルの計数率は365cpmとなり，遮蔽を施

さない場合の1／27に減じているので，鉛

遮蔽の効果は十分に認められた。用いた　　1◎3

鉛レンガの厚みは10cmであり，シンヂ　　　　　　　←・8　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
レーターを含むプローべ全体を遮蔽した。

しかし40Kによると思われるピークは依
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1◎2
然としてみられるので，このピークを確　　　◎鯉醐q6鯛工◎　峻　脾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊竃v□→舜
めるためにKC1500gを3時間測定して　F1g　l　G．m血トrayb，ckground，pect，aofa2×2

みた。バックグラウンドと比較して全チ　　　　mch　NaI（T1）c「ysta1wh㎝unsh1e1ded
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）and　when　shie1ded　with10－cm　tbick
ヤンネルの放射能が増しているが，1．46　　　　Pb（B）．

MeVのピークが一層高くなってきている。即ちバックグラウンドの測定におけるエネルギー

の高い方の大きなピークは40Kによるものであることが確められた。

遮蔽に依って下げられるハッククラウントは宇宙線軟成分及び周囲の建造物，土壌，大気申

の放射性物質からのγ線であ・る。しかし，遮蔽材や検出器自身のもつ放射能は除くことができ

ない・即ちNaIやシンチレーターの窓や増倍管のガラスの申の40Kからのγ線が問題になる7）。

そこで，バックグラウンド申で40Kの影響によると思われる成分を調べるため，Kαを用いて
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定量分析を試みた。そして，粗い計算をした結果，ハッククラウント448cpmの申に40Kの寄

与によるものが112cp皿であり，これは7．87x1O－6gの40Kに相当する。但し，これは検出器

自身にこれだけの40Kを含有しているという意味ではなくて，測定状態に置いた時の40Kの量

に相当する。

　　1．2　全降下物のγ線測定

長期間に亘って測定する迄に至っていないので，γ線の計数率の季節的な変動を見ることはで

　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　■　　きないが，’2月から6月にかけて各月
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F1g3　Some　nuc11de　concentrat1on　m　prec1p卜
　tat1on　as　a　funct1on　of　an〕ount　of　prec1p1tat1on

の上，申，下旬の全降下物申の計数率

と降水量との関係を調べた（Fig．2）。

図には月々の降水量の変化している様

子が示されているが，特に5月申旬が

非常に少いことが目立っているαそれ

ぞれの期間に採集した全降下物の放射

能（cpm）は雨量の変化とは，ほぼ比

例しながら推移している。

　この事実は当然のことではあるが，

降水量が増せば，それに吸着している

全放射性粒子の数が多くなることを示

している。．ところが一見，計数率は降

雨量に比例しているので，その単位体

積当りの放射能（cpm／4）をとれば

一定になることが推測されるにも拘ら

ず，図示の如く大きく変動している。

降雨量の少い3月上旬（24．4㎜m），3

月下旬（26．8mm），5月申旬（3．9mm）

等では，単位体積当りの放射能は逆に

非常に高く，就申，最底の降雨量であ

る5月申旬では最も顕著で379cp㎜／4

にも達している。

　降水量に対して全降下物14申の放

射能をプロットすると，Fig．3の点線

で示したものになる。そしてこのデー

タから予測されるこ．とは，10日間の雨

量が701mm以下の範囲では，降水量の
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増加につれて単位体積当りの放射能は減少しており，雨量がそれ以上になれぱ，降水の影響が

殆どなくなる。この現象はEdward　P　Hardy等8）に依れば、乾燥した大気中では，雨が降る

のには多くの量の大気が必要であり夕従ってこのような状態で降って来た雨には放射性粒子が

多く濃縮される故，比放射能が高くなると説明されている。叉，雨滴の洗漁効果により降り始め

の雨には単位体積当りの放射能が高い故1），雨量が少い時や降雨回数によりこの様になること

は当然と考えられる。

　雨の累加量とそれに蓄積された全降下

物の放射能の間の比例関係がFig．4に示

されている。この直線の途申から煩斜が

変っているのは，試料の採集方法が3月

申旬から変ったことか，或は季節的な変

動による影響かのいずれかと考えられる。

詳細の研究は続報に譲ることとして，勾

配の緩い方の直線を用いて外挿法に依り，

この直線を延長して縦軸を切る点を考え

てみる。即ち，この点は雨の蓄積量零に

於ける放射能を示してε、・る。換言すれば，

降雨に依らない乾いた落下塵の放射能が

約1500cp皿である事が推定される。

　これらの事実から，降雨と全降下物の

放射能とはほぼ比例するが，単位体積当

りの放射能（cpm／4）は雨量の増加と共

に減少し，乾燥した落下塵の影響を可成

り考慮しなければならないことが分った二

　　1．3　放射性核種の同定

　Fig．5は4月に採集した試料を5時間

測定して作っ一たγ線スペタトルグラフで

．ある。全チャィネルの計数率は699cp岬

で割合に放射合旨が高く，更に明瞭なピー

クが6つ観測された。それらのピFクは，

144Ce＿144Pr，103Ru，106Ru＿106Rh，　95Zr

－95Nbと40宜の光電ピークに依るものと

思われるg）～τ2）。これらの申，95Zr－

95Nbのピークは双峰性で0．76MeVと
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O．72M・Vの山と考えられるが，雨の採集料が少ないと消失してしまうことが多かった。

　採集した時期と採集した雨14申の106Ru」06Rh，103Ru及び0．37MeVの核種の放射能との

関係を示したのがFig．6であり，同じ核種の放射能と降水量の関係を示したものがFi9．3であ
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F1g6The　re1at1onsh1p　between　prec1p1tat1on

　　　and　some　nuc11de　depos1t1on

2．放射性降下物の全β線測定

る。これらは前節の全γ放射体の場合の

データと同じ結果を示しているが，核種

に依って雨に吸着している割合が違って

いることが見られる。即ち，O．37MeV

の核種，106Ru」06Rh，103Ruの順に単位

体積当りの放射能が高くなっている。但

し，ここでいうピークは多少のチャンネ

ルの変動を考慮に入れて，最高点を申心

に5チャンネルの幅をとって，各々のデ

ータ処理に供した。従って，核種毎に示

している放射能は何ら絶対的な値でない。

ユ37Csのピーク（O．66MeV）はその近傍

のピークであるg5Zr－95Nb（O．75MeV）

や！06Rh（O．624MeV）のピークにマスク

されてわからない。

γ線測定の場合と全く同様な方法で試料を調製してG－M計数装置により全厚放射能測定

を行なった。

放射能量は標準試料と比較して絶対測定を行なった。F・g7にこの値を用いた旬間降下量の
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推移を示した。

　次にγ線測定の場合と全く同様なデータ処理を行なった所，傾向としては全く類似のグラフ

を得ることができた（Fig．8）。従って，β，γ測定値の信頼を確めた以外，それに対する考察

はγ線測定の場合と何ら変る所はない。

W　む・’す　　び

　以上，現在までの観測結果についての概略を述べた。詳細な検討は今後の研究をまたねばな

らない。或は，誤った解釈をしている点があるかも知れないので，大方の叱正を願えれば幸い

である。この研究は昭和38，39年度文部省科学研究費（特定機関研究）の一部を受けた事を記

して謝意を表する。また，山本作次郎教授を担当者とする機関研究のグループの皆様の御配慮

に対して謝意を表する。面倒な測定に終始協カを惜しまなかった学生，槙原昇，末芳寛，申村

恵の諸君，試料の採取，調製に協カされた椎木勝，西尾彰宣の諸君にも深く感謝する。
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